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レコード調整省力化のための検討

平成17年度第1回総合目録データベース実務研修
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はじめに

 レコード調整の歴史

－参加館の良心に任せる （当初）

参加館同士での調整

－作成館責任 （1989～）

－書誌データに作成館・修正館を表示（1992～）

－コーディングマニュアル修正指針（199４～）
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現状と問題点－１

 平成１６年度

書誌作成数 ４９６,８５０件

削除予定レコード １２,２５０件

重複レコード報告数 ３,１９１件

 総書誌レコード数 7,171,577 件
（２００５．１０．２２現在）
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現状と問題点ー２

平成16年度重複レコード報告数
（作成年度別分布）
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＊その他は"11111111"などのRECONデータを指す
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現状と問題点ー３

平成16年度 重複削除書誌にリンクしていた
所蔵レコード数
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レコード調整数自体を減らすための提案－１

 書誌チェック機能の強化

（提案）

－最新の所蔵登録館 責任制度

－２番目の所蔵登録館 責任制度
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レコード調整数自体を減らすための提案－２

 最新所蔵登録館 責任制度

－メリット

所蔵登録時のチェックが厳重になる

－デメリット

当初の現物とは異なるものに置き換わる
可能性がある

頻繁に責任の所在が変更になる
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レコード調整数自体を減らすための提案－３

 ２番目の所蔵登録館 責任制度

－メリット

所蔵登録時のチェックが厳重になる

早めに修正が行われる

責任の所在が明確になる

－デメリット

同一担当者がチェックする可能性がある
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レコード調整数自体を減らすための提案－４

 システムによるチェック

－書誌登録直前にＮＡＣＳＩＳ－ＣＡＴを再度
検索できるクライアントシステム

－作成館との協議が必要な書誌修正登録時
にメッセージが出るシステム
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レコード調整を行わねばならない状況での
省力化－１

 システム上の改良による省力化－１

－ 修正履歴の記録

＜BAXXXXXXXXX＞
修正日 修正館 修正フィールド
20050831 FA0000000          TR
20050308 FA0110000          VOL
20041009 FA0000010          VOL
20040924 FA0001001          PHYS
20040903 FA0000111          AL
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レコード調整を行わねばならない状況での
省力化－２

 システム上の改良による省力化－２

－ レコード調整専用フィールドの新設

・ 書誌作成・修正者のメモ

・ レコード調整の記録

・ Ｑ＆Ａとリンク

・ 情報源画像とリンク
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レコード調整を行わねばならない状況での
省力化－３

 連絡方法について－１

－ ＮＩＩからの調整連絡方法

紙媒体とweb上両方で確認可能にする
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レコード調整を行わねばならない状況での
省力化－４

 連絡方法について－２

－ レコード調整連絡用メールアドレス登録の義務付

未登録率（2005.10.24現在） 55%
昨年度同時期 未登録率 57%

WEB-UIP:ISO:ILLプロトコル対応ILL（JIS版）
から修正可能

http://webuip.nii.ac.jp/ill-iso/wu-login-
jis-real.html
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レコード調整を行わねばならない状況での
省力化－５

 連絡方法について－３

－ クライアント書誌画面から直接メールを
送信できる機能
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おわりに

 調整の必要な書誌を作らないことが
一番の省力化

 修正連絡の省力化

 次世代システムへの期待


